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社会的比較が通勤満足度に与える影響について 
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社会的比較（social comparisons）：自分と他者を比較すること 
 
テーマ：社会的比較が移動満足度や選択行動にどう影響しているのか 
 

1-1. 本研究の着眼点 

・既往研究において 

①社会的相互作用：個人の効用・選択に対する社会的な影響に
ついての概念的・実験的研究（Manski, 1993 など） 

→個人の選択・行動は個人内で完結しているわけではない 

 

②ランダム効用理論をベースにした離散選択モデル（行動選択） 

→基本的に他者の行動を考慮していない 

 

 

 



1-2. 社会的比較はどのように行動に影響するのか 

①ほかの選択肢（とその属性）の認知 

→他人の満足度やアドバイスをもとに，その選択肢の魅力度を判
断する（特に自分の詳しくない分野・領域において） 

 

②準拠集団における行動規範・慣習との比較による，自身の行動
の評価 

 

③他人の選択との相違から生まれる感情（幸福感，劣等感など） 

→それが行動選択や効用に影響する 



1-3. 本研究の枠組み 

○比較により得られる社会的なギャップが「相対的幸福度」に結び
付き，行動選択に影響を及ぼすと考え，概念の枠組みを構築 

 

○枠組みの一部（社会的比較と幸福度を結び付ける部分）の実証
的なモデリング 

 

 

 

仕事への通勤に着目（daily commute to work） 

他人と比べて好ましいと思われる通勤状況は，より大きな「相対
的幸福感」につながり，通勤満足度（通勤における効用）が向上
する． 
Ex.)他人より短い通勤時間，他人と比べた移動手段の違いなど 
 

僕は会社まで電車で
片道２時間かかるよ． 大変だね．僕は歩いて１０分さ． 

（内心：ぐふふ，ざまあ など） 
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2-1. 概念の枠組み  

社会的比較が選択行動に及ぼす影
響を顧慮した既存のモデル 

本研究で提案される「相対的幸福度」
を組み込んだモデル 

他者の行動が効用 U に直接影響するわけではなく，幸福度を相
対的に比較する行為を誘発し，それが効用 U に影響を及ぼす． 

説明変数X 他者の行動Y 

効用U 

行動選択y 

相対的幸福度H 

観測指標IH 

説明変数X 他者の行動Y 

効用U 

行動選択y 



2-2. 枠組みの拡張  

  

潜在変数X* 

説明変数X 他者の行動Y 

効用U 

行動選択y 

相対的幸福度H 

観測指標IH 

観測指標IX* 

観測指標h 

潜在変数 X* は態度・

認知・性格といった変
数を表すことができる 

※観測指標：アンケート調査に
おける満足度の５段階評価など 



2-3. 枠組みの定式化（１） 

効用最大化理論の仮定： 

選択肢yが選ばれる条件付き確率 

効用Uの密度関数 

相対的幸福度Hの密度関数 

潜在変数X*の密度関数 

構造方程式（因果関係）の記述： 

潜在変数X* 

効用U 

相対的幸福度H 



2-3. 枠組みの定式化（２） 

→観測指標の有効性により，パラメー
タ推定の精度・効率性は変化する 

相対的幸福度 H と効用 U の観測指標（IH, h）は選択結果の観測指標にもなる 

※調査時に，回答者は他人と比較したときの選択結果や自分の選択結果にど
れほど満足しているかを聞かれているため 

→最尤法などで推定 

観測指標と潜在変数を結び付ける方程式： 

観測指標Ix*と潜在変数X* 

観測指標hと効用U 

観測指標IHと相対的幸福度H 



3-1. モデル概要 

仕事への通勤において，社会的比較が「相対的幸福度」更には生活（仕事，
通勤）への満足度にどのように・どの程度影響しているかを実証 

仮説：通勤満足度は，準拠集団に属する他人の通勤状況と比較して自らの
通勤をどう感じるかによって決定される（※その他一般的な要素も含めて） 

 

＜通勤満足度の決定要因＞ 
①通勤属性：通勤時間や費用，ストレスや楽しみ など 
②個人属性：ストレスの感じやすさ，生活の満足度 など 
③相対的幸福度：社会的比較と個人内比較 
（個人内比較：以前の通勤状況や想定していた通勤状況との比較） 
 
（仮説）満足度の派生的効果 
ex.)通勤満足度は，仕事の満足度を決める要素である 
 



3-2. アンケート調査概要 

通勤満足度（５段階評価） 
“Taking all things together, how 
satisfied would you say you are with 
your commute from home to work.” 
 

通勤属性 
所要時間，所要時間のばらつき具合 など 
通勤時の楽しみ：プライベートな時間としての評価など（５段階） 
通勤時のストレス（５段階） 

個人属性 
性格：計画性や時間厳守への考え方など（５段階） 
生活への満足度（５段階） 

社会的比較：自分の通勤状況に似た人を想定 
・その人の通勤手段 
・その人と比較した通勤時のストレスレベル（５段階） 
・その人と比較した通勤時間の差（５段階） 
 
個人内比較：以前の通勤状況と比較した，現在の通勤状況のストレスレベル（５段階） 

仕事について 
仕事への満足度（５段階） 
仕事環境（職種，収入，勤務時間の柔軟性など） 

主な回答項目 



4-1. 構造方程式モデリング 
（Structural Equation Modeling）  

直接観測できない潜在変数を導入して，潜在変数と観測変数と
の間の因果関係を同定する統計的アプローチ．因子分析と回
帰分析を拡張した統合的手法． 

因子分析（構造を示す） 

潜在変数（因子） 

観測変数 

観測変数 

観測変数 

観測変数 

観測変数 

観測変数 

潜在変数（因子） 

回帰分析（因果関係を示す） 

本研究においては，モデルが３パートで構成されている 
・構造方程式  :  回帰分析 
 

＞因子分析 ・測定方程式 
・閾値モデル 



4-2. モデルの構造 

潜在Ｒ変数 

潜在Ｒ変数 

潜在Ｒ変数 

潜在Ｒ変数 

潜在変数 

潜在変数 

閾値モデル：潜在Ｒ変数の基準化 測定方程式：潜在変数（因子）を同定する 

構造方程式：潜在変数を説明する 

観測指標（observed indicators）： 
アンケート調査で得た満足度に関する５段階評価 

観測変数（observed variables）：
通勤属性，仕事環境など 

潜在レスポンス変数（latent response variables）： 
正規分布を仮定→観測指標を用いて離散化 

潜在変数（latent variables）： 
通勤満足度，通勤時のストレスなど 

観測指標 

観測指標 

観測指標 

観測指標 

観測変数 

観測変数 

４種類の変数を構造方程式
モデルを用いて関連付ける 



4-3. 閾値モデル（threshold model） 

観測指標（observed indicators : アンケート調査で得られた満足
度に関する５段階評価）を用いて，潜在レスポンス変数(latent 
response variables : 正規分布を仮定)を離散化・基準化する 

I : 観測指標 
I* : 潜在レスポンス変数 
τ : 閾値  
M : 観測指標Iのカテゴリー数 

観測指標 I がカテゴリー j に属する確率： 

アンケート調査で５段階評価（強く賛成から
強く反対 または とても満足からとても不
満）の回答を得ているので，１つの観測指標 I 
につき閾値 τ は４つ推定される 

とても満足 
満足 
ふつう 
不満 

とても不満 

-0.182 
-1.66 
-2.39 
-3.12 

ex.) 通勤満足度 



4-4. 測定方程式（measurement model） 
共通の原因としての潜在変数（latent variables）が潜在レスポン
ス変数にどのように影響を与えているかを記述する 

潜在変数: 
通勤満足度，通勤時のストレス，通勤時の楽しみ， 
社会的比較による相対的幸福度，個人内比較による相対的幸福度 
几帳面さ，仕事満足度，人生幸福度 

ex.) 人生幸福度（overall well-being）  

生活の満足度 
 

住居の満足度 
 

社会生活の満足度 

人生幸福度 

ex.) 個人内比較による相対的幸福度（intrapersonal comparative happiness）  

以前の通勤状況と比較してストレスを感じない → 個人内比較において相対的に幸福 



4-5. 構造方程式（structural model） 

通勤満足度 通勤時のストレス 通勤時の楽しみ 

社会的比較による
相対的幸福度 

個人内比較による
相対的幸福度 

几帳面さ 人生幸福度 

ダミー変数：相手より通勤時間が短ければ１ 

社会的比較による
相対的幸福度 自分の移動手段ー相手の移動手段 

Car:自動車，PT:公共交通，NM：徒歩・自転車 



構造方程式の推定結果 

4-6. 推定結果 

通勤時のストレスは満足度を低下させる 
通勤時の楽しみは満足度を増加させる 

通勤ストレスが生じる要因：通勤時間の
長さ，所要時間のばらつき，混雑 など 

相対的幸福度（社会的比較と個人内
比較）は通勤満足度を増加させる 

※影響する強さは通勤時のストレスや
楽しみなどに比べて低い 

社会的比較による相対的幸福度は通
勤時間の比較による影響が大きい 
※自分のモード － 相手のモードダミー 
→徒歩や自転車の相対的地位が高い 

通勤満足度が仕事満足度へ与える影響 
→満足度の派生的効果の確認 

各構造方程式と測定方程式の適合度： 
R2 （決定係数）は0.241-0.966の間 

-0.486 
0.744 0.108 

0.0838 

0.553 
0.514 

-0.356 

0.595 
0.505 

２つの仮説の検証 



4-7. 推定結果のまとめ 

通勤時のストレス，通勤時の楽しみ，社会的比較と個人内比較から生じる「相対的幸福度」，
性格，人生の幸福度が通勤時の満足度を決定し，更には仕事への満足度に影響する． 

パラメータ 
（ｔ値） 



5. まとめ 

・社会的比較による相対的な幸福度は，効用や満足度という形で選
択行動に影響を及ぼすという概念の枠組みを提案 

・仕事への通勤における社会的比較の影響を構造方程式モデリン
グを用いて実証（枠組みの一部） 

 

課題と拡張 

・選択結果を評価しているのみで，選択行動の効用を表していない 

・社会的比較，相対的幸福度，選択行動の同時推定 

・認知や群集行動といった他の社会的比較による効果を組み込んだ
枠組みの提案 など 


